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第 1 章では、ポリオレフインナノコンポジッ卜に関する最近の研究開発動向を示し、ポリオレフイ 
ンナノコンポジッ卜の構造と物性の関係の重要性について述べた。
第 2 章では、種々の金属をドープしたMCM-41 (Metal-MCM-41)をメタロセン触媒の助触媒として用 
いたプロピレンの重合にて、Metal-MCM-41のルイス酸強度とポリマー収量（重合活性）に正の相関 
がある事を明らかにした。
第 3 章では、Metal-MCM-41を主触媒として用いると、メタロセン触媒不在下でも、プロピレンの 
立体規則性（イソタクチック）重合が可能となることを明らかにした。
第 4 章では、T i をドープした種々のメソポーラスシリカ（MCM-41, MCM-48, SBA-15) を用いて得ら 
れたイソタクチックP Pの構造と物性を解析した。Ti-メソポーラスシリカ細孔内で生成したP Pは、 
細孔外で生成したP P と比較して、分子量は低く、分子量分布は狭くなる事が分かった。さらに、細 
孔の空間的制限により、細孔内におけるP Pの結晶化は著しく阻害される事を見出した。
第 5 章では、溶融法により得られる未変性PP/極性基変性PP/層状珪酸塩ナノコンポジッ卜の構造 
と物性の関係について述べた。未変性P Pの分子量が高い程、ナノコンポジット中での層状珪酸塩の 
分散性は高まる事が分かった。一方で、変性 P Pの極性基は無水マレイン酸よりもアンモニウムの方 
が、層状珪酸塩の分散性を高める事が分かった。変性 P P に複数の極性基を導入すると、変性 P Pが物 
理架橋点として作用し、層状珪酸塩の3 次元ネッ卜ワーク構造の形成に寄与する事を明らかにした。





最後に、第 2 章から第6 章で得られた結果を結論としてまとめた。
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